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研究成果の概要（和文）：本研究年度では延長年度として骨伝導の明瞭性能に関する被験者実験を行い，提案手法にお
いて明瞭性能の改善が定量的に得られることを確認した．この成果を国際会議で発表するとともに，本研究につながる
基盤研究としての新たな知見を多く得ることができた．今後は，新たな方法を用いて明瞭性の高い音を推定した研究を
継続する．

研究成果の概要（英文）：This academic year as extended term of the grand was experimented the subjective 
evaluations for the effectiveness of sound quality improvement using proposal method. The experimental 
results confirmed to achieve the improved at clarity the sounds between treated and non-treated. The 
derivatives gives new findings for continuous to next project. So, we contentiously the project which are 
extended to estimate more clear sound with the new approaching.

研究分野： 音声信号処理
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１．研究開始当初の背景 
現在高齢化が進み，医療現場はこれまで以

上に高度な医療診断の必要性が高まってき
た．これに伴い，MRI(Magnetic Resonance 
Imaging)など精密検査が可能な医療機器が
より多く用いられるようになってきた．MRI
は，磁気共鳴現象を用いた画像診断装置で，
撮像時には強磁場と 90dBSPL を超える騒音
が生じる．また同時に，被撮像者は MRI に
覆われるため，閉塞感などの精神的苦痛を伴
う問題がる．よって，閉塞感や安心感を得る
ために，MRI 撮像時でも音声コミュニケーシ
ョン可能な環境を提要し，被験者の精神的不
安の緩和とより高度な音声コミュニケーシ
ョンを実現することが求められている． 
 
２．研究の目的 
これまで研究代表者らは高磁場・高騒音下

でも利用可能な骨伝導光マイクロフォンで
明瞭な会話を実現するため，骨伝導音の明瞭
化に関する研究を行ってきた．本研究では，
これまでの結果を鑑み，実用で必要な発声文
単位の検討と明瞭化アルゴリズムの高精度
化に関する検討を行う．そして，MRI 撮像時
でも円滑な音声コミュニケーションを提供
し，被撮像者の精神的不安の緩和を高度な音
声コミュニケーションを実現することを目
的としている． 
 
３．研究の方法 
研究目的でも説明したように，本研究では

実用化のために必要とされる発声文単位で
の検討と，より明瞭度の高い信号を推定する
ためのアルゴリズムの高精度化を行う．まず，
MRI 室内で収録した発声文単位の信号データ
ベースを構築する．そして，発声文単位の信
号に既存明瞭化アルゴリズムを適用させ，単
語単位を対象とした明瞭化アルゴリズムの
明瞭化性能の確認を行う．次に，発声文単位
に対する明瞭化アルゴリズムの脆弱点を確
認するために，心理音響尺度と音声認識を用
いた明瞭度評価を行う．ここでは，これまで
行ってきた音声認識を用いた明瞭度評価に，
心理音響尺度を用いた明瞭度評価を加えた
ものへと拡張する．このとき，明瞭度評価及
び時間-周波数分析を併用し，発声文単位の
明瞭化アルゴリズムとして必要な明瞭化パ
ラメータを試行錯誤しながら研究を進める．
そして，発声文単位に対応した明瞭化アルゴ
リズムの実現を図る． 
 
４．研究成果 
 本研究では骨伝導音及び音声を対象とした
単語単位及び文単位の信号データベースを
対象に，著者らが提案する明瞭化アルゴリズ
ムの性能を被験者実験で確認を行うことに
した．聴覚健常成人を対象とした実験を行う
ことで，単語了解度の改善が得られることを
確認した．今後は本研究で得られた知見を基
とした明瞭性改善のためアルゴリズムの高

度化をとして，引き続き科学研究費・基盤研
究 C(音響的クラスタリングによる骨伝導音
の明瞭性改善に関する研究: 15K00245)とし
て実施を行う予定である． 
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